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Ⅰ．はじめに

　本稿の目的は，ペスタロッチー（Petalozzi，�Johann�

Heinrich，�1746-1827）の思索や活動の前提となる18 世紀

スイスを生きた民衆（とりわけ下層民）の課題に着目し，

その克服に際して，彼がなぜ「施与としての救済」では

なく教育事業を構想，展開したのかという，いわば彼の

教育思想の前提を明らかにすることである．教育学研究

において，彼の思索と活動は「教育の知見」として継承

されているが，そこには狭義の「教育」概念にはとどま

ることのない，人間生成へのトータルなアプローチが見

られる．本稿は，その点に着目し，ペスタロッチー評価

に新たな視座を提供しようという試みの一端である．

　ところで近代ヨーロッパ社会は，政治，経済，産業，

芸術などさまざまな分野で近代化を推し進める一方で，

深刻な「社会的貧困（Pauperismus）」に直面していた．

本稿ではこの「社会的貧困」を取り上げ，ペスタロッチ

ーがその本質をどう捉え，克服の方途を何に見出そうと

していたのかを考察したい．

　ヨーロッパ社会において，「貧困（Armut）」による災

いは決して新しいものではなく，むしろこれまでの長き

にわたって問題であり続けてきた．しかし「社会的貧困」

がかつての世紀の「貧困」と区別されるのは，困窮のた

めに下層に押しやられた，異常な数の「貧民（Armen）」

が見出されたためである（vgl.�Zehnder，�1848,�S.5.）．

　カントン・チューリッヒのいくつかの地域においても，

「社会的貧困」は確かに進行していた．地域によっては，

住民の大部分が経済的な生活を破綻，あるいは破滅に近

い状況に追いやられたところもあったという．それは特

に，農業から他の産業への移行が進んだ地域であった

（vgl.�Zehnder，�a.�a.�O.�S.12f．）．

　ペスタロッチーは，18 世紀スイスのこうした下層民

の生活実態を，民衆小説（Volksroman）という形で記

録している．『リーンハルトとゲルトルート』（Lienhard�

und�Gertrud，�1781-87）と題されたそれは，彼の初期

代表作である『隠者の夕暮』（Die�Abendstunde�eines�

Einsiedlers，�1780）に続いて出版され，箴言的な『隠者

の夕暮』の内容を写実的に表現したものだと評価されて

いる．また，「民衆の書（Ein�Buch�für�das�Volk）」との

表題からもわかるように，民衆を啓蒙し，困窮に打ち克

つ力を得させたいとするペスタロッチーの思いも込めら

れていた．しかしそれ以上に，当時の農村で生きる人々

のリアルな描写と，彼らに向けられたペスタロッチーの

まなざし，さらにはその根底にある人間観を読み取るこ
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とができるのである．

　なるほど小説はフィクションである．しかしそこに描

き出されている民衆の生活実態や彼らの意識，考え方は，

ペスタロッチーにとって，ノイホーフでの経験が直接に

教えてくれたものであった．加えて少年期の，祖父アン

ドレアスのもとでの生活もまた，それらの理解を深める

のに資したと思われる．ペスタロッチーの祖父は，チュ

ーリッヒからほど近い郊外，リマト河畔のヘンクという

農村の牧師であった．そこで休暇を過ごした少年ペスタ

ロッチーは，自然と祖父に従い，貧しい人々や病人のも

とを訪れ，彼らの生活の困苦を目の当たりにした．

　ペスタロッチー自身の暮らしもまた，決して裕福では

なかった．父親の夭逝により，生家の家計は苦しかった．

成人後も，夫人の実家に借金をして始めたノイホーフの

事業が失敗し，資産も信用も失われた．こうした幾度の

苦難のなかで，彼自身もまた「貧困」が何であるのか，

身をもって知っていたといえよう．

　『リーンハルトとゲルトルート』は，こうした背景の

もとに著された．その意味において，ペスタロッチーの

思想の一端を知るのみならず，当時の社会を知るための

優れた史料であるといえる．そこで以下，『リーンハル

トとゲルトルート』を手がかりに，18 世紀スイスの民

衆生活，特に「社会的貧困」がどのような様相を呈して

いたのかを明らかにしたい．

Ⅱ．『リーンハルトとゲルトルート』に見る社会的貧困

　まず，『リーンハルトとゲルトルート』の筋書きを概

説しておきたい．小説の舞台は，ボンナルという小さな

農村である．物語は石工リーンハルト（善良だが酒好き

で，居酒屋を営む代官フンメルの誘惑に抗えない）と，

その賢い妻ゲルトルートを中心に展開する．本筋は，ゲ

ルトルートが領主アーナーに村の窮状を訴えたことを契

機に，この若い領主が牧師やゲルトルートの支援を得な

がら腐敗を摘発，村民の生活の抜本的な改革を進めると

いうものである．

　小説は四部構成であり，1781 年に第一部が出され，

その後隔年で第二部から第四部が著された．第一部では，

ボンナル村の堕落の状態や代官フンメルが村にもたらす

不幸が描写され，第二部では悪人たちの処罰と，彼らが

堕落した原因が明らかにされている．そして第三・四部

にて，村落共同体の実質的な改革が描かれている．

　こうした筋書きにも見るべき点は多いが，先述したよ

うに，小説の魅力は民衆生活の描写のリアルさにある（cf.�

K.�ジルバー，�1981,�p.52.�村井，�1986,�p.87.）．そこで以下，

その生き生きとした描写から，当時の地方農村の実態を

読み取っていきたい．

１．「貧困」の描写①─リーンハルト─

　物語は，「善良な男，しかし彼は妻と子をたいそう不

幸にする」と題された章から始まり，リーンハルトの設

定が示される．

　ボンナル村に一人の石工が住んでいる．彼はリーンハ

ルトといい，その妻はゲルトルートである。彼には７人

の子どもがおり，稼ぎもよいが，よく居酒屋に誘われる

という悪い癖がある．（中略）この村には横着で狡猾な

者たちがおり，（中略）リーンハルトが飲んでいると，

彼を賭博に誘い，彼が汗を流して稼いだものを奪い取っ

てしまうのだ．（中略）翌朝，リーンハルトはそれを悔

いた．ゲルトルートと子どもたちがパンにこと欠いてい

るのを見ると，彼は心を痛め，（中略）涙をかくすのだ

った．（Lienhard�und�Gertrud，�1844,�S.1.）

　リーンハルトは，裕福とはいえないまでも仕事をもち，

「稼ぎがよい（Er�hat�einen�guten�Verdienst）」．しかし，

その稼ぎを酒代や賭博にすべて費やし，妻や子どもたち

を経済的に苦しめるという設定である．ここに，善良で

はあっても思慮に欠け，欺かれやすいという人間本性の

脆弱さが示され，「貧困」問題との深いかかわりが示唆

されている．

２．「貧困」の描写②─ヒューベルルディ─

　ヒューベルルディは，リーンハルトの隣家の主である．

４人の子どもと自身の母親と暮らしており，３日前に妻

を亡くしたばかりである．第一部の第 16 章「帽子を取

りない，子どもたちよ，やがて臨終の時だ」では，臨終

を迎えた母親を中心に，一家の窮状が描かれる．

　挿画には，藁を敷きつめたベッドの上に横たわり，ぼ

ろきれのような布団をかけた老女の姿が描かれている．

臨終の床にありながら，彼女は孫ルデリの所業を知り，

最後の力を振り絞って問い詰める．

　祖母：私は昨日見たのだけれど，ルデリが私のベッド

の後ろで，焼いたジャガイモをポケットから取り出して

いたのだよ．（中略）ルーディ，このジャガイモは私た

ちのものではないでしょう．（中略：ヒューベルルディ
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がルデリを呼ぶ）

　祖母：お前はあれを盗んだのかい．

　ルデリ：（すすり泣いて）う，う，うん，おばあちゃん．

　祖母：誰の家からそれを盗んだのかい．

　ルデリ：い，い，石屋さんの家から．（Lienehard�und�

Gertrud，�1844.�S.33.）

　ひもじさに耐えきれなかったルデリは，リーンハルト

らにとっても貴重な糧であるはずのジャガイモを盗ん

だ．その罪がいかに残酷で哀れなものであるか．愛する

祖母の臨終という設定は，その印象を際立たせている．
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ルーディの母の臨終

　さらに，第 37 章「彼らは貧しい男に豌豆のスープを

持っていく」では，リーンハルト夫妻が一家を訪ねたと

きの様子が次のように描かれている．

　

　彼らがやって来たとき，ベッドの上の死人の傍らでル

ーディは，泣いたり，ため息をついたりしていた．幼子

がその父親に，その部屋から呼びかけて，パンをせがん

だ．─いや，パンはない．生の大根すらないのに，何が

あるだろうか．（中略）すると幼子は：ああ，お腹がす

いたよ，お父さん！ぼく眠れないよ．ああ，お腹がすい

たよ，お父さん！（Lienhard�und�Gertrud,�1844,�S.65）

　子どもたちがパンを求めて泣いていても，家族はただ

絶望し，隣人の慈悲にすがるしかない．こうした一家の

姿こそ，程度の差はあれ，「貧困」にあえぐ当時の地方

農村の実態であった．

　1836 年，貧民救済に関する法律が制定されて以降に

記録された資料によれば，カントン・チューリッヒにお

ける貧民への支援総額は，約 10 年の間に 70％以上も増

加したという（vgl.�Zehnder，�a.�a.�O.,�S.12.）。それはす

なわち，いくら援助があっても，それ自体が彼らを「貧

困」から救い出すのではないということである．次のロ

イティ‐マルクスの描写は，こうした問題を如実に示し

ている．

３．「貧困」の描写③─ロイティ－マルクス─

　以前には裕福であり，何不自由のない暮らしをしてい

たものが，商売の失敗や工業の停滞などによって窮乏す

ることもある．彼らはしばしば，「貧困」に苦しみなが

らも「高慢（Hochmuth）」であり続けた．ロイティ－

マルクスはそうした人物の一人として描かれている．

　第 26 章「貧困と悲惨のなかでの高慢は，不自然で厭

うべき行為をさせる」では，次のように述べられている．

　マルクスは以前には豊かであり，商売をしていた．し

かし今は，彼が所有していたものはずっと以前に強制競

売に付され，ほとんどまったく，牧師や二，三の裕福な

親戚の施しによって暮らしていた．しかし悲惨な状態に

ありながら，彼は常に高慢であり，（物乞いをするとこ

ろの他では）彼の家庭のひっ迫した欠乏や飢餓を，でき

るだけ，叶う限り隠していた．

　彼は代官を見ると，（中略）急いで散らばったぼろ服

を集め，それらをベッドのかけ布団の下に隠し，ほとん

ど裸の子どもたちに物置部屋に隠れるよう命じた．─お

お，大変だ！子どもたちは言う．雪と雨とが吹き込んで

くるよ．（中略）あの部屋には窓が一つもないのだもの．

（Lienhard�und�Gertrud，�1844.�S.46f．）

　突然の代官の訪問に，マルクスは子どもたちを窓のな

い物置に閉じ込めるのだが，彼らは半裸で飢えており，

加えて吹き込む風や雨，雪に凍えて紫色になっている．�

このような状態でなお「落ちぶれた」とは見られたくな

いマルクスは，代官の持ち込む日雇いの仕事を拒否する．

　リーンハルトやヒューベルルディは思慮に欠け，家族

の危機に絶望するしかなかった．マルクスは高慢によっ

て，自らを無力化してしまっていた．無思慮や高慢は，「貧

困」という危機的状況が浮かび上がらせた，人間本性の

脆弱さでもある．ペスタロッチーはここに，「貧困」と

いう時代の課題を，「人間とは何か」，「いかにあるべきか」

との問題へと収斂している．
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４．「貧困」の描写④─子どもたち─

　第一部の第 32 章「祈りのときの喜び」では，「貧困」

のなかの子どもたちの様子が描かれている．

　母親（ゲルトルート）：ニクラス，最も飢えに苦しま

なければならない人は誰か，お前は知っているかい？

　ニクラス：お母さん，それはルデリ（ヒューベルルデ

ィの息子）だよ．お母さんは昨日，ルデリのお父さんの

ところに行ったでしょう．あの人はすぐにも飢えで死ん

でしまうかもしれませんよ．彼は地面から草をとって食

べているのです．（中略）

　母親：それではリーゼ，お前は時々，お前の夕食のパ

ンを誰にやろうと思うの？（中略）

　リーゼ：ロイティマルクスさんの家のベテリよ．私は

今日，ベテリが代官さんの家の堆肥のところから，腐っ

たジャガイモを掘り出しているのを見たわ．（Lienhard�

und�Gertrud,�1844.�S.58.）

　親たちの「貧困」はそのまま，子どもたちの苦しみで

ある．草を食み，堆肥のなかの腐ったジャガイモで命を

つながなければならない彼らは，親たちもそうであるよ

うに，「物乞い（Bettler）」をし，時には盗み，生活に

絶望するしかなかった．

　第三部では，領主アーナーが代官フンメルの会計簿に

記載されている者，つまり代官に何らかの借金をした者

たちを呼び寄せる場面がある．驚くことに，そこには年

端もゆかぬ子どもたちの名前もあった．ふとした出来心

から代官に借金をし，母親の小銭を盗んで返済した少年

や，家族の不幸に嘆く父親を慰めるために酒代を借りた

少女の挿話が示される．

　しかし領主は，真っ先にこうした子どもたちを許す．「も

う二度としてはならない」と言い含めるにとどめ，時には

父親のように握手を求めるのである．子どもたちは最大

の犠牲者であり，誰よりもまず救われなければならない．

ゆえに領主は，ボンナル村の「学校」の設立を決意する．

ここに人間教育が，一つの大きな課題となって立ち現れ

たのであるが，こうした領主アーナーの心情は，まさに

ペスタロッチーの思考を明瞭に代弁したものである．

Ⅲ．結びにかえて─ペスタロッチー教育思想の前提─

１．人間本性の脆弱さと向き合うこと

（１）「貧困」に打ちひしがれる人間を見つめて

　『リーンハルトとゲルトルート』に描き出されたヒュ

ーベルルディやマルクスの姿は，当時の地方農村に生き

た「貧民」の姿の典型であったといえよう．私たちはそ

こに，豊かな国と報告されていた近代スイスの影の部分

を見るとともに，下層民の生活の厳しさをうかがい知る

だろう．

　ところで，彼らはともに根っからの「貧民」というわ

けではなかった．かつてマルクスは裕福な商売人であっ

たが，事業で財を失ったことから，牧師の喜捨や物乞い

にすがるようになった．また，ヒューベルルディは，先

祖代々の牧場を代官の不正な手口により没収され，貧し

い生活を余儀なくされたという設定である．

　物語では，このヒューベルルディに幸運が訪れる．領

主の尽力で，牧場が返還されたのである．ところが，新

たな問題が生起する．

　ゲルトルートが訪ねたのは，いまだすべての子どもた

ちがベッドに居て，ルーディがやっと起きだしたときで

あった．子どもたちの衣類は床に散らばり，猫がテーブ

ルの上の黒い包み紙のそばに座っていた．その包みから，

彼らは昨日，食べたのであった．（中略）彼はもうすっ

かりと，無秩序に慣れてしまっていた．（Lienhard�und�

Gertrud，�1844,�S.145.）

　ヒューベルルディ一家の生活はすっかり怠惰なものと

なっていた．ペスタロッチーはここで，ゲルトルートに，

「貧困とそれに打ちひしがれたことが，人間にとって，

あらゆる家政の精神（Haushaltungsgeist）を堕落させる」

と言わしめている．彼によれば，「貧民」の問題を克服

するためには，「貧困」によって打ちひしがれた人間的

な部分を，─彼はそれを家政（Haushaltung）という生

活力に見とめているが─再び活気づけることが必要なの

である．

　つまり，スタロッチーの思索と活動は，人々が自らの

本性の脆弱さと向き合い，いかにそれを克服するのか，

という問いから開始されなければならなかったのだ．後

の著作に示される「内的醇化（innere�Veredelung）」と

いう概念は，こうした時代の課題に照らしてこそよりよ

く理解されうるのである．

（２）動き出す時代の課題を捉えて

　『リーンハルトとゲルトルート』には，時代を象徴す

る社会の動きも捉えられている．第二部の第 70 章で展

開される，牧師の説教の一部である．
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『リーンハルトとゲルトルート』に見る社会的貧困
―ペスタロッチー教育思想の前提―　　　

　この時代に新しく興った綿糸紡績業は，一時に流行し，

多くの人々がそれに貢献した．

　私たちの地方全体の裕福な人々は，以前にはお金など

持っていなかった．その豊かさは，食物や飲み物，衣類

に（中略）よるものであった．

　これに対して，新しい紡績業に従事する人々は，たち

まち財布に多くのお金を持つようになった．そしてこれ

らの人々は，かつては財産も資力もなかったので，家の

ことや貯蓄について何も知らず，儲けを食の道楽に使い

果たした（中略）．

　土地を持っていた人々は，そんなことはできなかった

し，紡績で稼ぐ時間もなかった．しかし，ちょっと前ま

で一握りのカブやイモにもうれしい言葉をくれていた紡

績業のルンペンに比べて，劣りたくなかったのだ．（中略）

コーヒーや砂糖を必要とし，（中略）もはや，自分の土

地で育ったものだけでは満足しなくなった．（Lienhard�

und�Gertrud，�1844,�S.231.）

　紡績業が，賃金収入に慣れていない人々の生活を破綻

させていることが指摘されている．1830 ～ 40 年代のチ

ューリッヒの「社会的貧困」も，実際には，住民の大部

分が工業分野に従事している地域に顕著であった（cf．�

Zehnder,�a,�a,�O.�S.13.）．しかしそれは，紡績業に従事す

る人々だけの問題ではなかった．たとえばリーンハルト

がそうであるように，それは以前と変わらぬ生活を続け

る人々をも巻き込む，社会的問題となったのである．

　

２．時代の課題に応えること＝教育

　しかしながら，紡績業を排除することがただちに事態

を改善するわけではない．むしろ，この新しい時代の動

きのなかでいかに「人間」を取り戻すか．小説の第三部，

第四部では，こうした課題が追究される．

　たとえばゲルトルートは，子どもたちに糸紡ぎを教え

る．貯蓄をし，家計の知識を教える．彼女は伝統的な家

庭や共同体に根づくキリスト教精神を重んじつつ，時代

の波に抗うのではなく，その波にのまれることなく生き

ることを教えるのである．時代を主体的に生きる「新し

い人間」．ペスタロッチーは物語を通して，この「新し

い人間」を生み出す必要性を唱えたのだといえる．

　この「生み出す」働きを，ペスタロッチーは「教育」

に期待したのではないか．そして，「貧困」に苦しむ人々

を救いたいとする情熱はもとより，「貧民」の直面して

いる時代の課題こそが「新しい人間」を生み出す契機と

なるという確信が，彼を貧児・孤児教育の実践へと駆り

立てたのではなかろうか．

　貧しい人々，貧児や孤児たちを救うのは，彼らのうち

から「新しい人間」を生み出すこと．それは，『リーン

ハルトとゲルトルート』にも示されたように，家庭や学

校によるところが大きい．しかし子どもたちの生活には，

政や立法，宗教，経済活動・仕事（職業）もまた絡み合

っている．これらの営為と教育との連関を明らかにする

こと，あるいは，これらの営為を教育へと統合すること

によって，ペスタロッチーは先の課題に応えようとした

のではないか．

　ペスタロッチーの描いた「貧困」を理解することで，

私たちは「教育」という理念のもつ大きな意味を感受す

ることができるだろう．今後は，その理念のもとに構想

された方法の効果についてさらに追求し，ペスタロッチ

ー教育思想の再評価につなげていかねばならない．
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